
決算の公表
市の家計簿ともいえる決算の平成26年度分がまとまりました。皆さんから納められた貴重な税金がどのよ
うに使われているのかを知ってもらうため、市では毎年、財政状況を公表しています（1万円未満を四捨五
入しているため、合計と内訳が一致しない箇所があります）。

667億7,440万円 632億5,101万円
歳 入 歳 出

市債
（国や銀行から長期に借りたお金）
47億1,700万円（7.1%）

市債
（国や銀行から長期に借りたお金）
47億1,700万円（7.1%）

そのほか
（前年度からの繰越金、施設の使用料など）
180億7,474万円（27.0%）

そのほか
（前年度からの繰越金、施設の使用料など）
180億7,474万円（27.0%）

県支出金（特定の事業に対し県から交付されたお金）
23億8,410万円（3.6%）
県支出金（特定の事業に対し県から交付されたお金）
23億8,410万円（3.6%）

地方交付税
（財政力に応じて国から交付されたお金）
30億1,536万円（4.5%）

地方交付税
（財政力に応じて国から交付されたお金）
30億1,536万円（4.5%）

国庫支出金
（特定の事業に対し国から交付されたお金）
67億4,076万円（10.1%）

国庫支出金
（特定の事業に対し国から交付されたお金）
67億4,076万円（10.1%）

市税
（市民税・固定資産税など）
318億4,244万円
（47.7%）

市税
（市民税・固定資産税など）
318億4,244万円
（47.7%）

そのほか　
5億1,640万円（0.8%）
そのほか　
5億1,640万円（0.8%）

災害復旧費　
2億5,242万円（0.4%）
災害復旧費　
2億5,242万円（0.4%）

民生費
175億4,315万円
（27.7%）

民生費
175億4,315万円
（27.7%）

総務費
104億4,993万円
（16.5%）

総務費
104億4,993万円
（16.5%）土木費

104億2,855万円
（16.5%）

土木費
104億2,855万円

（16.5%）

教育費
81億6,691万円

（12.9%）

教育費
81億6,691万円

（12.9%）

衛生費
55億3,809万円

（8.8%）

衛生費
55億3,809万円

（8.8%）

公債費
44億5,924万円（7.1%）

公債費
44億5,924万円（7.1%）

消防費　24億2,087万円（3.8%）
商工費　22億6,203万円（3.6%）商工費　22億6,203万円（3.6%）

農林水産業費　12億1,341万円（1.9%）農林水産業費　12億1,341万円（1.9%）

このような事業に使われました

放課後に留守家庭となる小学生を保育するため、八生小
学校や公津小学校などで児童ホームの新設工事を実施

民生費 児童ホーム整備事業など

地域医療環境の充実を図るため、将来市内の病院に看護師など
として勤務を希望する学生に対し、修学資金の貸し付けを実施

衛生費 地域医療対策事業など

消防力の強化を図るため、赤坂消防署の消防ポンプ自動
車や飯岡分署の高規格救急自動車などを更新

消防費 消防車両・装備強化整備事業など

市内観光へと誘導する拠点施設として、さくらの山に「空の
駅さくら館」を整備

商工費 さくらの山観光物産館整備事業など

平成25年度に発生した台風26号により被害を受けた公
共施設などの復旧工事を実施

災害復旧費

米の計画的な生産や水田の有効活用などを推進し、収益
性の高い安定した水田農業経営の確立を支援

農林水産業費 水田農業構造改革対策事業など

市債の償還元金と利子
公債費

平成28年4月1日に開学が予定されている国際医療福祉
大学のキャンパスの建設費を一部補助

総務費 医科系大学誘致事業など

JR成田駅東口第二種市街地再開発事業として、駅前広場
の整備や再開発ビルの建設を実施

土木費 JR・京成成田駅中央口地区整備事業など

昭和50年に開館した国際文化会館の適切な維持管理のた
め、電気・機械設備などの改修工事を実施

教育費 国際文化会館施設整備事業など

福祉や教育など、市の行政運営の基本的な経費の会計です一般会計
　平成26年度の一般会計歳入歳出決算は、歳入が667億7,440万円、歳出では632億5,101万円で、差し引
きは35億2,339万円でした。この中には、平成27年度に繰り越すべき財源として10億2,746万円が含まれ
ていますので、平成26年度の実質収支は24億9,593万円でした。

平成26年度
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区分 平成26年度末現在
一般会計 総務債 106億7,953万円

民生債 13億4,829万円
衛生債 44億1,926万円
農林水産業債 7,279万円
土木債 91億4,462万円
消防債 17億1,134万円
教育債 94億1,050万円
災害復旧債 8,840万円
合併特例債 27億7,512万円
そのほか 55億4,015万円
計 451億9,000万円

特別会計 下水道事業債 63億3,021万円
災害復旧債（下水道事業） 6,380万円
農業集落排水事業債 14億 684万円
計 78億 85万円

公営企業会計 水道事業会計 95億 827万円
簡易水道事業特別会計 22億8,021万円
計 117億8,848万円

合計 647億7,933万円

　
平
成
26
年
度
成
田
市
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
公
営

企
業
会
計
の
決
算
と
基
金
運
用
状
況
に
つ
い
て
、
地
方

自
治
法
そ
の
他
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
審
査
し
た

結
果
、
決
算
書
な
ど
の
計
数
に
誤
り
が
な
く
、
予
算
執

行
お
よ
び
事
業
の
実
施
は
お
お
む
ね
適
正
に
行
わ
れ
て

い
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
基
金

　
予
算
の
執
行
状
況
お
よ
び
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、

総
合
5
か
年
計
画
に
基
づ
き
各
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、

事
業
の
優
先
度
を
考
慮
し
、
合
理
的
か
つ
効
率
的
な
施

策
が
図
ら
れ
、
計
画
的
に
諸
施
策
が
展
開
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
平
成
26
年
度
の
決
算
状
況
は
一
般
会
計
で
、
歳
入
決

算
額
6
6
7
億
7
、
4
3
9
万
7
、
0
4
0
円
、
歳
出

決
算
額
6
3
2
億
5
、
1
0
0
万
6
、
9
9
4
円
、
歳

入
歳
出
差
引
額（
形
式
収
支
額
）は
、
35
億
2
、
3�

3�

9
万
46
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
特
別
会
計（
国
民
健
康
保
険
ほ
か
5
会
計
）で

は
、
歳
入
決
算
額
2
2
7
億
4
、
3
8
3
万
1
、
6�

0�

2
円
、
歳
出
決
算
額
2
2
0
億
9
、
4
7
8
万
1
、
9�

7�

0
円
、
歳
入
歳
出
差
引
額（
形
式
収
支
額
）は
、
6
億�

4
、
9
0
4
万
9
、
6
3
2
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
全
般
的
な
財
政
運
営
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、

わ
が
国
の
景
気
は
、
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
い

る
も
の
の
、
中
国
経
済
を
は
じ
め
と
し
た
海
外
景
気
の

下
振
れ
な
ど
、
わ
が
国
の
景
気
を
下
押
し
す
る
リ
ス
ク

に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
の
財
政
は
、
税
収
の
伸
び
が
期
待
で
き

な
い
一
方
で
、
義
務
的
経
費
が
増
加
の
傾
向
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
財
源
の
確
保
に
は
今
後
と
も
一
層
の
厳
し
さ

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
、
医
科
系
大
学
誘
致
事

業
、
国
家
戦
略
特
区
推
進
事
業
な
ど
の
大
規
模
事
業
を

推
進
し
て
お
り
、
財
政
運
営
に
楽
観
は
許
さ
れ
な
い
状

況
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
健
全
な
財
政
運
営
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
職
員
一

人
一
人
が
常
に
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
た
執
行
を
心
掛
け
、

市
税
の
収
納
率
向
上
な
ど
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、

随
意
契
約
や
補
助
金
な
ど
の
適
正
執
行
な
ど
事
務
事
業

の
見
直
し
に
よ
る
経
費
の
節
減
に
奮
励
努
力
す
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
経
営
型
行
政
運
営
の
視
点
か
ら
、
限

ら
れ
た
経
営
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
財
源
の
重
点

的
配
分
に
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
行

い
、
さ
ら
な
る
市
民
福
祉
の
向
上
と
市
政
の
発
展
に
努

力
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　
基
金
に
つ
い
て
は
、
特
定
目
的
基
金
19
基
金
、
定
額

運
用
基
金
5
基
金
を
運
用
し
、
そ
の
運
用
状
況
の
調
書

の
計
数
は
正
確
で
あ
り
、
適
正
に
運
用
さ
れ
て
い
る
と

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

公
営
企
業
会
計

　
水
道
事
業
会
計
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
見
る
と
、
損

益
で
は
総
収
益
19
億
9
、
2
2
2
万
4
、
5
7
1
円
に

対
し
、
総
費
用
18
億
3
、
3
3
3
万
6
0
4
円
で
、
こ

の
結
果
、
収
益
的
収
支
差
し
引
き
は
、
営
業
外
収
益
で

あ
る
一
般
会
計
負
担
金
に
よ
り
、
1
億
5
、
8
8
9�

万
3
、
9�

6
7
円
の
純
利
益
を
計
上
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
会
計
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

見
る
と
、
損
益
で
は
総
収
益
、
総
費
用
と
も
に
3
億
2
、

3�

7
8
万
6
1
1
円
で
す
が
、
こ
れ
は
総
費
用
に
対
す

る
総
収
益
の
不
足
分
を
一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金
で
補

て
ん
し
、
同
額
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
引
き
続
き
、
給
水
区
域
内
の
普
及
率
・
有
収
率
の
向

上
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
従
前
に
も
増
し
て
経
営
の

効
率
化
に
努
め
、
安
全
で
よ
り
良
質
な
水
を
安
定
的
に

供
給
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

※�

く
わ
し
く
は
監
査
委
員
事
務
局（
☎
20
‐
1
5
7
2
）

へ
。

成
田
市
監
査
委
員
　
福
田
　
　
　
稔

　
　
　
　
同
　
　
　
三
浦
　
　
　
弘

　
　
　
　
同
　
　
　
宇
都
宮
　
高
明

決
算
審
査
意
見
要
約

市の借金の残高です特定の事業を行うために、一般会計と区別して処理する会計
です

土地・建物・物品・基金（特定の事業を行ったり、財源が不足
したりするときに使う市の貯金）などがあります

地方公営企業法の適用を受け、民間企業のように、利用料金
などの収益で運営している公営企業の会計です

市債特別会計

市有財産
公営企業会計

会計名 歳入 歳出
国民健康保険（事業勘定）135億7,739万円 131億2,387万円
国民健康保険（施設勘定） 1億6,972万円 1億6,792万円
下水道事業 20億6,288万円 19億8,423万円
公設地方卸売市場 2億2,402万円 2億1,500万円
介護保険 57億 484万円 56億1,832万円
農業集落排水事業 1億6,756万円 1億6,250万円
後期高齢者医療 8億3,743万円 8億2,294万円

合計 227億4,383万円 220億9,478万円

区分 平成26年度末現在
土地 455万2,382㎡
建物 45万8,016㎡
物権 1,887.98㎡
有価証券 1億6,205万円
出資による権利 57億2,710万円
物品（車両など） 685台
債権 1億7,429万円
基金 94億7,692万円

水道事業会計
区分 収入 支出

収益的収支 21億1,872万円 19億3,004万円
資本的収支 2億3,356万円 9億1,072万円

簡易水道事業特別会計
区分 収入 支出

収益的収支 3億2,864万円 3億2,832万円
資本的収支 260万円 1億 273万円

決算の公表平成26年度

広報なりた 2015.12.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です3
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